
WISS 2017

Response Collector：反転授業のための学習ツール
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概要. 近年，対面授業と家庭学習の役割を反転させる「反転授業」が注目を集めている．反転授業では，
授業時間において教員と受講者あるいは受講者同士が双方向に関わる時間をとることができる．反転授業
の事前学習において，受講者の理解が進まない箇所や疑問点を明らかにできれば，授業時間で効率的に補
足や解説，議論をするきっかけとなる．本稿では，反転授業の事前学習において，受講者からのレスポン
スを集めるシステム「Response Collector」を提案する．受講者は，事前学習において動画を視聴しながら
「なるほど」，「重要」，「難しい」，「疑問」のマークをつける．そして，受講者全員のマーク情報を集約，可
視化することで，対面授業での補足，解説，議論のきっかけをつくる．

1 はじめに
近年，対面授業と家庭学習の役割を反転させる

「反転授業」が注目を集めている [1]．反転授業とは，
基礎的な知識を家庭学習で事前に身につけ，知識の
確認や問題演習，議論を授業時間におこなう授業形
態を指す．事前学習においては，e-learningシステ
ムで動画を視聴する形態をとることが多い．
反転授業のメリットとして，授業時間において教

員と受講者あるいは受講者同士が双方向に関わる時
間が取れる点が挙げられる．事前学習において理解
が進まない場合でも，授業中に補足したり詳しく解
説，議論したりすることで解消できる．反転授業の
事前学習において，個々のわからない点や全体のわ
からない点を明らかにできれば，授業時間で効率的
に補足や解説，議論をするきっかけとなる．
本研究では，反転授業の事前学習において，受講

者からのレスポンスを集めるシステム「Response
Collector」を提案する．本システムでは，事前学習
において，受講者が動画を視聴しながら 4 種類の
マーク情報を動画に付与する．そして，この受講者
のマーク情報を集約して可視化することで，対面授
業での補足，解説，議論のきっかけをつくる．

2 関連研究
梅澤ら [2]は，反転授業における対面授業での受

講者のグループ分けに着目し，e-learningシステム
での学習履歴から理解度に応じてグループ分けする
提案をしている．舘ら [3]は保育士養成の授業のた
めの e-learningシステムを提案している．このシス
テムでは，子どもたちの様子を撮影した動画に対し
て，危険などの気づきを動画領域の位置とタイミン
グに書き込む．この気づきの情報について，授業時
にグループワーク形式で議論をする提案をしている．
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図 1. 視聴プレイヤー

授業ビデオに対してブックマークをつける先行研
究には砂田ら [4]のシステムがある．これは，授業
時にブックマークをつけ，復習時に授業中に収録さ
れた講義動画を，ブックマーク情報をたよりに復習
するシステムである．各々の受講者が記録したマー
ク情報を各々の復習に利用するため，ブックマーク
情報を共有することはしていない．
我々の提案手法においても，事前学習で記録され

た情報を活用する．提案手法では，事前学習におい
て，各々の受講者が動画に対して「なるほど」，「重
要」，「難しい」，「疑問」の 4種類のマークをつけな
がら視聴する．このマーク情報を集約して可視化し，
教員および受講者に共有することで，対面授業時の
補足，解説，議論のきっかけとして活用する．

3 システム設計
システム設計において重要視したのは，マークの

種類である．本システムでは「なるほど」，「重要」，
「難しい」，「疑問」の 4種類のマークを設ける．動
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図 2. マークの集約情報

画の長さは 15～20分程度を想定し，どのマークを
使うか迷いが生じないような種類数にすることと，
有用な情報となり得るものにすることを念頭に置い
た．「なるほど」，「重要」については，講義動画の中
で興味を持った箇所，重要な箇所としてマークする
ことを意図している．これらは講義時への活用だけ
でなく，復習時に動画を効率的に視聴するためにも
利用できると考えている．
我々は，対面授業で難しいと感じた箇所を解消す

ることが第一であると考えている．このために「難
しい」のマークを設けた．集中した「難しい」に対
して，対面授業において詳しく解説すれば授業時間
を効率的に使うことができる．第二に授業をより深
く掘り下げるためには，議論のきっかけが必要であ
ると考えている．そのために「疑問」というフリー
テキスト入力可能なマークを設けた．閃きや気づき，
疑問があれば，対面授業時の議論のきっかけにつな
がる可能性がある．「質問」だと，講師が必ず答えな
ければならない印象となり，質問するかためらう可
能性があるため「疑問」という言葉を使用した．

4 システムについて
本システムは，特別なソフトウェア等のインストー

ルをせずとも受講者が利用できるように，Webブラ
ウザで動作するアプリケーションとして実装した．
受講者が記録したマーク情報および再生履歴は全て
サーバに一括集約して記録するため，即時に記録さ
れた情報を閲覧することができる．
受講者は事前学習において図 1の視聴プレイヤー

で，動画を再生しながらマークをつける．視聴プレ
イヤーでは，「再生速度調整」，「10秒スキップ」，「シー
クバー」による任意位置からの再生が可能である．
人それぞれ理解できる箇所は飛ばしながら再生した
り，難しい箇所を巻き戻したりしながら再生できる．
また，視聴プレイヤーでは再生回数，スキップ回数，
再生速度変更などの操作履歴をサーバに記録してお
り，どのように学習しているかを記録することが可
能である．
事前学習によって蓄積されたマーク情報および操

作履歴は，グラフで可視化して表示できる．マーク
情報は個別のユーザをタイムライン上に並べた表示
と図 2の集約表示がある．また，再生履歴について

図 3. 再生回数ヒートマップ

は図 3のヒートマップ表示などがある．
本システムを使用した反転授業では，受講者は授

業前に自宅等で本システムを利用して，15～20分
程度の動画を視聴しながらマークをつける．受講者
がつけたマーク情報を授業前に教員が確認し，「難し
い」や「疑問」に対しての解説や解答を準備する．
対面授業においては，はじめに教員が解説する時間
を設け，「難しい」や「疑問」を中心に内容に関して
解説，議論する．

5 まとめ・今後の展望
本稿では，反転授業の事前学習において，受講者

からのレスポンスを集めるシステムについて述べた．
本システムでは，マーク情報を集約，可視化して対
面授業における補足，解説，議論のきっかけとして
活用する．我々は，本システムを用いた反転授業を
試験実施した段階であり，これから実際の授業に導
入して反転授業を実施する予定である．この実践利
用から，教育の観点からもシステムを評価したいと
考えている．
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